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国
連
は
、
昭
和
23
年
第
3
回

総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
の
を
記
念
し
、
12
月
10

日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、

す
べ
て
の
加
盟
国
に
こ
れ
を
記

念
す
る
行
事
を
実
施
す
る
よ
う

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
日
本
で

は
、毎
年
12
月
4
〜
10
日
を「
人

権
週
間
」
と
定
め
、
講
演
会
の

開
催
や
街
頭
啓
発
な
ど
、
全
国

的
な
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

 

悩
ま
ず
に
相
談
を

　
　
　

   

―
人
権
相
談
―

　

人
権
に
関
す
る
お
悩
み
や
相

談
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

12
月
2
日
（
金
）
午

前
10
時
〜
午
後
3
時
※
予
約
不

要
▼
相
談
受
付　

市
役
所
1
階

小
会
議
室
前
▼
費
用　

無
料

 

人
権
啓
発
講
演
会

　

幸
福
な
人
生
を
送
る
上
で
何

が
必
要
で
何
が
大
切
な
の
か
を
、

超
越
し
た
三
味
線
技
巧
と
表
現

で
伝
え
る
講
演
会
で
す
。

▼
日
時　

12
月
23
日
（
金
）
午

後
1
時
〜
※
開
場
は
午
後
0
時

30
分
▼
会
場　

中
央
公
民
館
▼

定
員　

４
０
０
名
▼
講
演 

「
生

命
あ
る
か
ら
人
権
を
守
る
権
利

が
あ
る
」
〜
津
軽
三
味
線
が
奏

で
る
命
の
響
き
〜
高た

か
は
し橋

祐ゆ
う
じ
ろ
う

次
郎

氏
（
津
軽
三
味
線
演
奏
者
）
▼

参
加
費　

無
料

●女性の地位を高めよう
●子どもの人権を守ろう
●高齢者を大切にする心を育てよう
● 障害のある人の完全参加と平等を実現し
よう

●部落差別をなくそう
●アイヌの人々に対する理解を深めよう
●外国人の人権を尊重しよう
● ＨＩＶ感染者やハンセン病患者などに対
する偏見をなくそう

●刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう
●犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
●インターネットを悪用した人権侵害は止めよう
●性的指向を理由とする差別をなくそう
●ホームレスに対する偏見をなくそう
●性同一性障害を理由とする差別をなくそう

第57回 人権週間強調事項

人権週間記念講演会

▼日　時　12月６日（火）午後１時～

▼会　場　つくば国際会議場

▼講　演 「ワタシは一体ナニジン
 なんだろう」

▼講　師 ピーター・フランクル氏

▼定　員 1200名

▼申込先  県人権啓発推進センター
☎029-301-3136

▲人権とは…講演中に
津軽三味線を織り交ぜ
訴えます。高橋祐次郎氏

人
権
週
間
と
は
…

　

21
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
権
と
は
、

だ
れ
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
権
利
で
あ
り
、
幸
せ

に
生
き
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
だ
れ

も
が
こ
う
し
た
人
権
を
保
障
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た

ち
の
周
り
に
は
、
人
権
を
侵
害
す
る
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
お
互
い
の
人
権
を
認
め
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

12
月
４
〜
10
日
は
人
権
週
間　

    

問 

市
役
所
く
ら
し
の
支
援
課
人
権
・
同
和
対
策
室　

内
線
１
３
７
・
１
３
８

人
権
の

輪
!

津
軽
三
味
線
が
奏
で
る
命
の
響
き

人
権
啓
発
講
演
会

人
権
啓
発
講
演
会

人
権
啓
発
講
演
会



情　報
ひろば
くらし・環境・交通

届出・証明・税・年金

子ども

高齢者

教室・講座・イベント

情報・参加・交流

仕　事

募集・お知らせ

12
月
１
日
〜

公
民
館
の
仮
予
約
は

専
用
電
話
で
！
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募　
　

集

 

募　
　

集

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
長

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　

市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
を
支
援
し
、活
動
グ
ル
ー

プ
間
の
情
報
交
換
や
市
と
の
連

携
を
深
め
る
た
め
の
拠
点
と
し

て
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

を
浄
化
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

市
民
活
動
を
理
解
し
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

熱
意
が
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
長
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）１
名
▼
応
募
資
格　

市
民

活
動
を
理
解
し
、
支
援
す
る
意

欲
が
あ
り
、
次
の
条
件
を
満
た

す
方　

市
内
在
住
の
65
歳
以
下

の
方
／
普
通
自
動
車
免
許
を
有

す
る
方
／
パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る

方（
文
書
作
成
、
表
計
算
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
程
度
）
▼
職
務

内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
市

民
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、

情
報
提
供
、
市
と
の
連
携
、
セ

ン
タ
ー
の
管
理
な
ど
▼
雇
用
期

間　

１
年
間
※
延
長
あ
り
▼
採

用
時
期　

平
成
18
年
２
月
１
日

〜
▼
勤
務
日　

毎
週
火
〜
土
曜

日
の
う
ち
４
日
間
▼
勤
務
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
※
休
憩

１
時
間
あ
り
▼
勤
務
場
所　

市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
▼
給
与

月
額
20
万
円
▼
審
査
方
法　

書

類
審
査
の
上
、
面
接
審
査
を
行

い
決
定
※
個
人
に
別
途
連
絡
▼

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
（
写
真
を
貼

ち
ょ
う

付ふ

）
し
、
市
民
活
動
に
関
す
る

作
文
（
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
で

内
容
は
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

と
市
民
活
動
」
）
を
添
付
の
上
、

窓
口
へ
直
接
又
は
郵
送
で
、
12

月
22
日（
木
）必
着
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
く

ら
し
の
支
援
課　

〒
３
０
２
―

０
１
９
８　

守
谷
市
大
柏
９
５

０
―
１　

内
線
１
３
２
・
１
３
３

　

広
報
も
り
や
11
月
10
日
号
で

お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
12
月

１
日
（
木
）
か
ら
実
施
す
る
電

話
に
よ
る
公
民
館
の
仮
予
約
は
、

必
ず
次
の
専
用
電
話
番
号
で
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
仮
予
約
以
外
の
ご
用

件
は
、
10
頁
掲
載
の
各
公
民
館

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
公
民
館
仮
予
約
専
用
電
話
番
号

●
中
央
公
民
館
☎
48
―
６
７
３
２

●
郷
州
公
民
館
☎
48
―
６
７
２
４

●
高
野
公
民
館
☎
45
―
５
４
１
９

●
北
守
谷
公
民
館
☎
48
―
２
６
０
６

広
報
も
り
や

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
中
！

〜
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

　
　

 

お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
〜

　

広
報
も
り
や
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
市
の
情
報
を
お
伝
え
す

る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
毎
月

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
限
ら
れ
た
紙
面
の

中
で
、
内
容
を
充
実
さ
せ
、
よ

り
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ

る
広
報
紙
を
目
指
し
て
、
日
々

編
集
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

よ
り
よ
い
広
報
紙
を
作
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
「
広
報
も
り

や
」
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
今

後
の
紙
面
づ
く
り
に
役
立
て
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
率
直
な
ご
意
見

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
実
施
期
限　

12
月
22
日（
木
）

▼
実
施
方
法

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 『
広
報
も
り
や
市
民
ア
ン
ケ
ー

　

ト
』
を
開
設

　

 http://w
w
w
.city.m

oriya.
ibaraki.jp/

●
各
公
民
館
・
金
融
機
関
窓
口

　

市
役
所
総
合
窓
口
課
、中
央・

　

 
郷
州
・
高
野
・
北
守
谷
の
各

公
民
館
、
中
央
図
書
館
、
保

健
セ
ン
タ
ー
、
文
化
会
館
、

各
郵
便
局
・
金
融
機
関
の
窓

口
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
及

び
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
設
置

▼
問
合
先　

市
役
所
秘
書
課
秘

書
・
広
報
Ｇ　

内
線
３
２
２

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、

援
助
や
支
援
を
必
要
と
す
る

方
々
が
、
地
域
で
明
る
く
安
心

し
て
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
、
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
い

こ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

　
「
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う
あ
っ

た
か
い
地
域
づ
く
り
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
12
月
１
日
か
ら
全
国

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
学
校

や
企
業
な
ど
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
機
関
・
団
体
の
ご
協
力
を
得

な
が
ら
募
金
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
市
内

の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
、
心
身

障
害
者
・
児
や
要
援
護
世
帯
な

ど
に
、
お
見
舞
金
と
し
て
配
分

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先　

市
社
会
福
祉
協
議

会
内
「
共
同
募
金
会
守
谷
市
支

会
」 

☎
45
―
０
０
８
８

 

お
知
ら
せ

 

お
知
ら
せ



お知らせ
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年
末
年
始
の

パ
ス
ポ
ー
ト
取
扱
い
窓
口

●
県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

▼
通
常
受
付　

月
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
45
分
※

祝
日
除
く
▼
休
業　

12
月
29
日

（
木
）
〜
平
成
18
年
１
月
３
日

（
火
）
※
年
内
に
交
付
で
き
る

の
は
、
12
月
16
日
（
金
）
ま
で

に
申
請
し
た
方
（
紛
失
・
盗
難

な
ど
に
よ
る
再
発
行
除
く
）

●
取
手
出
張
所（
取
手
市
役
所
内
）

▼
通
常
受
付　

火
・
金
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
▼
休
業

12
月
21
日（
水
）〜
平
成
18
年
１

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

● 

自
動
車
税
の
納
税
は
、
簡
単

便
利
な
口
座
振
替
で
！

　

自
動
車
税
の
口
座
振
替
納
税

は
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
料
金
な

ど
の
公
共
料
金
と
同
じ
よ
う
に
、

納
税
さ
れ
る
方
が
あ
ら
か
じ
め

指
定
し
た
金
融
機
関
の
預
金
口

座
か
ら
、
振
替
日
（
自
動
車
税

の
納
期
限
の
日
）
に
自
動
的
に

納
税
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

口
座
振
替
の
申
込
手
続
は
、

県
税
事
務
所
、
又
は
金
融
機
関

に
あ
る
口
座
振
替
依
頼
書
に
記

入
し
、
県
内
の
銀
行
や
信
用
金

庫
・
農
協
な
ど
の
金
融
機
関
に

提
出
す
る
だ
け
で
、
簡
単
に
手

続
が
で
き
ま
す
（
郵
便
局
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
）。

　

平
成
18
年
２
月
末
ま
で
に
申

し
込
む
と
、
翌
年
度
の
自
動
車

税
か
ら
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

▼
問
合
先　

稲
敷
県
税
事
務
所

☎
０
２
９
―
８
９
２
―
６
７
４
６

事
業
主
の
皆
さ
ん

ご
存
知
で
す
か
？

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
、

事
業
主
の
方
は
次
の
い
ず
れ
か

の
措
置
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

● 

65
歳
未
満
の
定
年
を
定
め
て

い
る
場
合
は
、
65
歳
ま
で
定

年
を
引
上
げ

● 

定
年
後
も
引
き
続
き
、
希
望

者
全
員
を
65
歳
ま
で
雇
用
す

る
再
雇
用
・
勤
務
延
長
制
度

●
定
年
の
定
め
の
廃
止

　

こ
れ
は
、
年
金
支
給
開
始
年

齢
ま
で
は
、
意
欲
と
能
力
の
あ

る
限
り
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

法
律
が
改
正
さ
れ
た
た
め
で
す
。

● 

労
災
保
険
未
加
入
事
業
主
に

対
す
る
、
費
用
徴
収
制
度
が

強
化

　

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て

い
る
事
業
主
の
方
は
、
労
災
保

険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

マルチ商法とは？マルチ商法とは？マルチ商法とは？

■暮らしのコーナー

　商品・サービスの契約後、次は自分が友人など
を、次々と誘い組織に入会させると報奨金が入る
といった販売方法を「マルチ商法」と言います。
しかし、利益を得るためには、かなりの額の商品
を販売する必要があり、結局は多額の負担を負う
ことになります。そればかりか友人を利益のため
に利用するため、大切な人間関係まで壊されてし
まうのがこの商法の怖さです。
　マルチ商法は特定取引法で「連鎖販売取引」と
して規定され、不当な勧誘行為を禁止するための
規制をしています。連鎖販売取引の契約にあたっ
ては、事業の概要を記載した書面や契約書面の交
付を義務付けています。また、クーリング・オフ
期間は、消費者が契約書面を受領してから20日間
です。
　「簡単にもうかる」などという甘い言葉は注意
しましょう。親しい友人からの誘いであっても、
疑問に感じたらきっぱりと断り、違法な疑いのあ
るものには絶対に手を出さないことが肝要です。
一度入会してしまったら、今度はあなたが加害者
になるかもしれません。

市消費生活センターでは、皆さんからの相
談を受け付けています。どうぞお気軽にご
相談ください。
毎週月・水・金曜日　午前９時～正午・午
後１時～４時
市役所経済課内　☎45-2327

　

11
月
１
日
か
ら
、
加
入
手
続

を
行
っ
て
い
な
い
事
業
主
の
方

に
対
し
て
、
費
用
徴
収
制
度
が

強
化
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

事
業
主
が
労
災
保
険
の
加
入
手

続
を
怠
っ
て
い
た
期
間
中
に
労

災
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
徴
収
す

る
ほ
か
、
労
災
保
険
か
ら
給
付

を
受
け
た
金
額
の
１
０
０
％
又

は
40
％
を
事
業
主
か
ら
徴
収
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

労
災
保
険
の
適
用
を
受
け
る

事
業
主
の
方
は
、
今
す
ぐ
加
入

手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

茨
城
労
働
局　

☎

０
２
９
―
２
２
４
―
６
２
１
１

国
の
教
育
ロ
ー
ン

▼
対
象　

高
校
や
大
学
、
専
修

学
校
な
ど
に
在
学
中
の
お
子
さ

ん
が
い
る
家
庭
▼
融
資
額　

２

０
０
万
円
以
内
▼
返
済
期
間

10
年
以
内
※
在
学
期
間
以
内
で

元
金
据
置
が
可
能
▼
返
済
方
法

毎
月
元
金
均
等
払
※
ボ
ー
ナ
ス

併
用
払
が
可
能
▼
利
率　

１
・
65

％
固
定
※
９
月
９
日
現
在

▼
問
合
先　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー　

☎
０
５
７
０
―

０
０
８
６
５
６　

国
民
生
活
金

融
公
庫
土
浦
支
店　

☎
０
２
９

―
８
２
２
―
４
１
４
１

月
９
日（
月
）※
年
内
に
交
付
で

き
る
の
は
、
12
月
６
日（
火
）ま

で
に
申
請
し
た
方（
紛
失
・
盗

難
な
ど
に
よ
る
再
発
行
除
く
）

▼
問
合
先　

県
南
パ
ス
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９
―
８
２

５
―
４
５
５
５

県
税
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

●
収
納
窓
口
休
日
開
設

　

稲
敷
県
税
事
務
所
で
は
、
平

日
に
納
税
で
き
な
い
方
の
た
め
、

収
納
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

12
月
11
日
（
日
）
午



お知らせ・開催

国
道
２
９
４
号

至
つ
く
ば

至
秋
葉
原

関
東
鉄
道
常
総
線

つくばエクスプレス

至水海道

至取手

中央
西口

中央
東口

守谷駅周辺
区画整理事務所

守
谷
駅

売払地
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道
路
工
事
の
お
知
ら
せ

　

工
事
期
間
中
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

▼
工
事
内
容　

①
改
良
工
事
②

補
修
工
事
▼
工
事
期
間　

①
②

12
月
上
旬
〜
平
成
18
年
１
月
下

旬
▼
工
事
箇
所　

①
立
沢
地
内

②
美
園
地
内（
ふ
れ
あ
い
道
路
）

▼
施
工
業
者　

①
（
有
）
丸
彰

②
未
定
▼
問
合
先　

市
役
所
建

設
課
道
路
建
設
Ｇ　

内
線
２
５

４
・
２
５
５

ア
ー
ト
に
ふ
れ
よ
う
！

「
ハ
ロ
ー
！  

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

　

今
年
で
開
館
10
周
年
を
迎
え

た
中
央
図
書
館
で
は
、
こ
れ
を

記
念
し
て
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、

子
ど
も
た
ち
に
も
芸
術
と
触
れ

合
う
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、

県
近
代
美
術
館
に
よ
る
出
前
イ

ベ
ン
ト
「
ハ
ロ
ー
!
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

D
V
D
鑑
賞
や
ク
イ
ズ
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
で
、
楽
し
い

ア
ー
ト
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

12
月
11
日
（
日
）
午

前
11
時
〜
11
時
45
分
（
幼
児
〜

小
学
校
低
学
年
向
け
）
/
午
後

2
時
〜
2
時
45
分
（
小
学
校
高

学
年
向
け
）
▼
定
員　

各
回
60

名
※
当
日
先
着
順
▼
会
場　

中

央
図
書
館
３
階
視
聴
覚
室

▼
問
合
先　

中
央
図
書
館

コンビニ

守谷ひばり
　幼稚園

立沢

すしや

至
市
役
所

至
市
役
所

至大野小学校

県道野田・牛久線

接骨院
　

立
沢至

常
総
運
動
公
園

至
常
総
運
動
公
園

工事箇所
野木崎

　

広
報
も
り
や
11
月
10
日
号
で

お
知
ら
せ
し
た
市
有
地
の
売
払

い
を
、
次
の
と
お
り
一
般
競
争

入
札
で
行
い
ま
す
。

▼
入
札
日
時　

12
月
22
日（
木
）

午
後
２
時
〜
▼
入
札
会
場　

市

役
所
１
階
大
会
議
室
▼
申
込
期

間
及
び
現
地
説
明　

11
月
25
日

（
金
）
〜
12
月
19
日（
月
）
　

午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
※
土
・

日
曜
日
の
申
込
及
び
現
地
説
明

は
12
月
３
日（
土
）・
４
日（
日
）・

10
日（
土
）・
11
日（
日
）の
４
日

間
の
み
▼
入
札
心
得
及
び
申
請

書
類
な
ど
の
配
布
場
所　

守
谷

駅
周
辺
区
画
整
理
事
務
所
▼
参

加
資
格　

指
定
さ
れ
た
期
間
内

に
、
土
地
代
金
の
支
払
い
が
可

能
な
個
人
又
は
法
人
▼
落
札
者

の
決
定　

最
低
売
渡
価
格
以
上

の
有
効
札
の
う
ち
、
最
高
の
価

格
で
の
入
札
者
と
す
る
▼
入
札

保
証
金　

入
札
額
（
見
積
も
る

額
）の
１
０
０
分
の
５
以
上
の
入

札
保
証
金
を
、
入
札
執
行
前
ま

で
に
納
付
※
入
札
保
証
金
の
還

付
に
は
利
息
を
付
さ
な
い
▼
契

約
保
証
金　

契
約
金
額
の
１
０

０
分
の
10
以
上
で
１
０
０
分
の

20
以
下（
入
札
保
証
金
を
含
む
）

の
金
額
を
納
付
▼
契
約
の
締
結

及
び
売
買
代
金
の
支
払
方
法　

市
の
定
め
た
土
地
売
買
契
約
書

に
よ
り
契
約
を
締
結
し
た
後
、

売
買
代
金
を
市
の
指
定
す
る
日

ま
で
に
、
市
指
定
金
融
機
関
な

ど
に
納
付
▼
建
築
期
限
の
設
定

落
札
者
は
引
き
渡
し
後
３
年
以

内
に
建
築
す
る
こ
と

（
買
戻
し
特
約
を
設
定
）

▼
申
込
・問
合
先　

守
谷
駅
周
辺

区
画
整
理
事
務
所
補
償
Ｇ

①

至
守
谷
駅

至
ひ
が
し
野

●守谷駅周辺区画整理事務所

※数字は
物件番号

 1
 2

 3

 4

 5

 6

 7 8

 

開　
　

催

 

開　
　

催

売 払 地 一 覧
物件
番号 土地の所在地 地目 地積

（㎡）
最低売渡価格
（円）

１ 35－１街区１画地外 宅地 174.50 27,718,000
２ 35－１街区３画地外 宅地 174.07 26,327,000
３ 35－１街区４画地外 宅地 174.23 26,483,000
４ 35－１街区５画地外 宅地 174.50 26,524,000
５ 35－１街区６画地外 宅地 176.09 26,097,000
６ 35－１街区７画地外 宅地 174.61 26,010,000
７ 35－１街区８画地 宅地 174.64 28,006,000
８ 35－１街区９画地外 宅地 188.69 30,976,000

駅前の市有地
販売開始！
駅前の市有地
販売開始！

至
市
役
所

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

コ
ン
ビ
ニ

至
国
道
６
号

美園三

ふれあい道路

美園四

美園二

美園 美園東

至柏市

CDビデオ
　レンタル

至伊奈町至乙子補修箇所
● 区画線工事（昼間）
　9：00～17：00
● 舗装補修工事（夜間）
　21：00～6：00

②

夜間は交通渋滞が予想されます。ご迷惑を
お掛けしますがご協力をお願いします。

至水海道

至
守
谷
駅

至
ひ
が
し
野

●守谷駅周辺区画整理事務所

※数字は
物件番号

1

 2

 3

 4

 5

 6

 7 8



 開 　 　 催
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法
務
総
合
相
談
所

　

登
記
、
供
託
、
戸
籍
・
国
籍
、

人
権
擁
護
な
ど
法
務
局
の
取
り

扱
う
業
務
全
般
に
つ
い
て
、
法

務
局
職
員
及
び
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

12
月
4
日（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
4
時
▼
会
場 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー「
サ
プ

ラ
」2
階
多
目
的
ホ
ー
ル　

龍
ヶ

崎
市
小
柴
5
―
1
―
2
▼
内
容

境
界
争
い
、
相
続
・
贈
与
・
売

買
な
ど
の
登
記
手
続
、
抵
当
権

の
抹
消
手
続
、
地
代
家
賃
の
供

託
手
続
、
戸
籍
の
届
出
方
法
、

成
年
後
見
制
度
、
サ
ラ
金
の
取

り
立
て
問
題
、夫
婦・
親
子
な
ど

の
家
庭
内
の
問
題
、
近
所
と
の

ト
ラ
ブ
ル
、
セ
ク
ハ
ラ
、
子
ど

も
の
い
じ
め
、
D
Ｖ
問
題
な
ど

▼
問
合
先　

水
戸
地
方
法
務
局

総
務
課　

☎
０
２
９
―
２
２
7

―
９
９
１
１

東
板
戸
井
集
会
所
事
業

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
教
室

　

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、

手
作
り
の
お
い
し
い
ケ
ー
キ
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?
興
味
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
日
時 

12
月
22
日
（
木
）
午

後
１
時
〜
３
時
▼
会
場 

北
守

谷
公
民
館
▼
対
象　

大
井
沢
・

北
守
谷
地
区
在
住
の
方 

16
名

※
超
過
の
場
合
抽
選
。
定
員
に

満
た
な
い
場
合
、
他
地
区
の
方

も
受
け
入
れ
▼
講
師　

堀ほ
り

怜れ
い
こ子

氏
▼
参
加
費　

５
０
０
円
程
度

※
材
料
費
▼
申
込
方
法　

12
月

13
日（
火
）ま
で
に
、
電
話
又
は

直
接
窓
口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生

涯
学
習
課
生
涯
学
習
G 

内
線

２
７
８

O
n
e 

泊
チ
ャ
レ
ン
ジ
隊

フ
ァ
イ
ト
！   

雪
の
天
使

▼
内
容　

雪
上
キ
ャ
ン
プ
、
雪

合
戦
、
か
ま
く
ら
作
り
な
ど
▼

期
間　

1
月
7
日（
土
）〜
9
日

（
月
・
祝
）２
泊
３
日
※
集
合
場

所
は
、
東
京
駅
又
は
大
宮
駅
か

ら
選
択
▼
場
所　

群
馬
県
利
根

郡
水
上
町
▼
対
象　

小
学
3
〜

6
年
生　

先
着
30
名
▼
参
加
費

3
万
５
０
０
０
円
▼
申
込
期
限

12
月
20
日（
火
）

▼
問
合
先 

（
財
）国
際
青
少
年

研
修
協
会 

☎
03
―
３
３
５
９
―

８
４
２
１

公述申出書

　取手都市計画守谷東地区地区計画の変
更案の作成について、次のとおり意見を
述べたいので申し出ます。

　　　　　　　平成　　年　　月　　日

守谷市長　会　田　真　一　あて

公述申出人　住所
　　　　　　氏名
意見の要旨

　取手都市計画守谷東地区地区計画の変更に伴い、
市民の皆さんの意見を反映するため、次のとおり
公聴会を開催します。
　意見の公述をする方は、次の様式により期限内
に公述申出書を提出してください。なお、公述申
出者がいない場合、公聴会は開催しません。

▼期　　間　 12月５日（月）～14日（水）※閉庁時
を除く

▼公 聴 会　 平成18年1月10日（火）午後２時～４時 
市役所１階中会議室

▼変更概要　ひがし野三丁目６番外（約1.1ha）
　　　　　　 建築物等の用途の制限及び高さの最

高限度など

▼問 合 先　市役所都市計画課　☎45-1963（直通）

守谷東地区地区計画の　　公聴会変更に
伴う

茨
城
県
植
物
園

〜
シ
ク
ラ
メ
ン
ま
つ
り
〜

▼
期
間　

12
月
9
日（
金
）〜
11

日（
日
）▼
開
園
時
間　

午
前
9

時
〜
午
後
4
時
30
分
▼
会
場　

茨
城
県
植
物
園　

那
珂
市
戸
４

５
８
９
▼
入
園
料　

１
２
０
円

※
高
校
生
以
上

●
園
芸
教
室

▼
日
時 

12
月
10
日（
土
）
午
後

1
時
〜
▼
会
場　

植
物
園
研
修

室
▼
定
員　

先
着
40
名
▼
申
込
・

問
合
先　

県
植
物
園
管
理
事
務

所　

☎
０
２
９
―
２
９
５
―
２

１
５
０

郷州・沼崎線

ひがし野三丁目６番外
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ノノーマライゼーションノーマライゼーション
●問合先　市役所社会福祉課障害福祉G　内線163・164

ノーマライゼーション

　障害者とは、「身体障害、知的障害、又は精神
障害があるため、長期にわたり日常生活、又は社
会生活に相当な制限を受ける者」と定義されてい
ます（障害者基本法第二条）。
　厚生労働省発行の平成17年度障害者白書で、何
らかの障害がある人の数は、全国に約656万人。そ
の数は、増加傾向にあると言えます。
　そして障害のある人の多くは、在宅で生活して
います。
　このため、バリアフリー（障害を取り除いた状態）
の道路や住まいの建設など、障害のある人にとっ
て住みよい環境づくりが進んでいます。
　しかし、真に住みよいまちにするためには、そ
ういったハード面だけではなく、私たち一人ひと
りが心のバリアをなくし、障害のある人と直接接
することが必要です。
　「お手伝いしましょうか？」の一言に始まり、
身近にできることはたくさんあるはずです。
　12月３～９日の障害者週間を機に、障害のある
人を理解し、ノーマライゼーションの理念につい
て考えてみましょう。

　障害のある人もない人も、高齢者も若者も、すべての人として普通
（ノーマル）な生活を送るため、ともに暮らし、ともに生きていける社

会こそノーマルである、という考え方がノーマライゼーションです。

　市では、このような考え方をもとに、障害のある人が障害のない人と

ともに、普通に生きていける社会を展望し、地域社会を重視した施策を

充実させつつあります。

　私たち一人ひとりも、困っている人に声を掛け、自分にできるサポー

トを申し出る、そんなちょっとした勇気と、ごく基本的な思いやりの心

を忘れずにいましょう！

■障害者相談員制度
　障害のある人や、その家族が抱えるさまざまな
悩みを解決するための相談員制度です。
▶身体障害者相談員
　●斉

さいとう

藤 聖
はじめ

氏 松前台５-４-12
 ☎45-3891
　●佐

さと う

藤敦
あつ こ

子氏 みずき野３-14-１
 　45-3728
　●中

なかむら

村節
せつ こ

子氏 同地316
 ☎48-1841
▶知的障害者相談員
　●高

たかの

野桂
けい こ

子氏 本町686-10
 ☎48-9961

■重度障害者（児）住宅リフォーム助成
▶ 内容　重度障害者（児）が居住する住宅・設備で、
改善が必要な場合、その経費を助成

▶ 対象者　次のいずれかに該当し、特別障害者手
当の所得制限限度額を超えていない方
● 身体障害者手帳をお持ちの方で、個別障害が
１・２級の下

か し

肢、又は体幹機能障害者（児）
●療育手帳の総合判定がⒶの知的障害者（児）
▶対象住宅　次のいずれかに該当する住宅
● 住宅内外における移動を容易にする設備などの
整備又は工事

● 階段・浴室・便所などの使用を容易にする設備
などの整備又は工事

▶ 助成及び助成率　対象経費（限度額80万円）の４
分の３

▶ 申込方法　工事前に市役所社会福祉課窓口で申
し込む

12月３日（土）～９日（金）は障害者週間

　障害者の方たちが製作した作品の展示や販売
を行います。ノーマライゼーションについて考
えるきっかけに、ぜひ文化祭にお越しください。
▶期　日
●作 品 展　12月２日（金）～６日（火）
●作品販売　12月３日（土）
▶会　場　県立県民文化センター
▶問合先　県障害福祉課　☎029-301-3375

遊びに来てね！

障害者の文化祭
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
…
…

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

呼
吸
器
感
染
症
で
、
感
染
力
が

強
く
、
毎
年
12
月
下
旬
か
ら
３

月
上
旬
に
か
け
て
流
行
し
ま
す
。

の
ど
の
痛
み
や
鼻
水
な
ど
の
症

状
に
加
え
、
40
℃
近
い
高
熱
が

出
る
な
ど
、
全
身
に
様
々
な
症

状
が
現
れ
ま
す
。
重
症
化
す
る

と
体
力
の
な
い
高
齢
者
や
乳
幼

児
に
は
、
生
命
に
か
か
わ
り
ま

す
の
で
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

◆
日
常
生
活
の
中
で
予
防
を

○ 

帰
宅
後
は
手
洗
い
や
、
う
が

い
を
必
ず
行
う

○
十
分
な
栄
養
と
休
養
を
と
る

○
で
き
る
だ
け
人
ご
み
を
避
け
る

○ 

１
時
間
に
１
回
は
部
屋
の
換

気
を
す
る

○ 

加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て
、
室

内
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
す
る

◆
予
防
接
種

○ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
は
、
１
０
０
％
感
染
を
予

防
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

発
症
し
て
も
重
症
化
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る

○ 
予
防
効
果
は
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
て
か
ら
約
２
週
間
程
度
。

流
行
前
に
、
予
防
接
種
を
済

ま
せ
て
お
く
と
効
果
が
あ
る

○ 

主
な
副
反
応
は
、
接
種
し
た

場
所
の
発
赤
、
腫は

れ
、
痛
み
、

発
熱
、
頭
痛
、
寒
気
な
ど
で

あ
る
が
、
２
〜
３
日
で
消
失

す
る
。
ま
れ
に
シ
ョ
ッ
ク
、
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
症
状
や
急

性
脳
炎
な
ど
の
重
篤
な
副
反

応
の
報
告
も
あ
る

○ 

予
防
接
種
は
、
法
律
上
の
義

務
は
な
い
。
接
種
を
希
望
す

る
場
合
は
、
医
師
に
相
談
し
、

必
ず
副
作
用
な
ど
の
説
明
を

十
分
聞
い
た
上
で
受
け
る

○ 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
に

対
し
て
は
、
予
防
接
種
法
に

基
づ
き
、
市
が
一
部
公
費
負

担
を
し
て
い
る
※
詳
し
く
は

市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

「
か
か
っ
た
か
な
？
」と
思
っ
た
ら

〇
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る

〇 

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
薬
は
、
発
症
後
48
時
間
以

内
に
服
用
す
れ
ば
効
果
が
あ
る

〇 

咳せ
き

が
出
る
場
合
や
、
や
む
を

得
ず
外
出
す
る
場
合
は
、
周

囲
の
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め

に
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

▼
問
合
先　

県
保
健
予
防
課

☎
０
２
９-

３
０
１-

３
２
１
９

保
健
セ
ン
タ
ー

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

houdou/0111/h1112-1e.htm
l

http://w
w
w
.pref.ibaraki.jp/

bukyoku/hoken/yobo/yobo.htm

 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
と
は
…
…

 　

昨
年
末
か
ら
今
年
の
初
め
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
に
よ
り

老
人
福
祉
施
設
で
集
団
感
染
が

発
生
し
、
亡
く
な
る
方
ま
で
出

た
こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、

近
年
食
中
毒
の
原
因
と
し
て
、

多
く
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

食
中
毒
予
防
の
た
め
に
、
次
の

こ
と
を
参
考
に
し
て
予
防
対
策

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
ど
こ
に
潜
ん
で
い
る
の
？

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
人
の
腸
管

内
で
増
殖
し
、
糞ふ
ん
べ
ん便
中
に
排
出

さ
れ
、
水
系
汚
染
を
起
こ
し
て

食
品
を
汚
染
し
、
人
の
口
に
入

る
と
い
う
循
環
を
繰
り
返
し
て

い
ま
す
。
関
係
が
深
い
食
品
に

は
、
生
で
食
べ
る
二
枚
貝
（
カ

キ
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。
貝
の

体
内
で
は
増
殖
し
ま
せ
ん
が
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
て

い
る
海
水
を
大
量
に
取
り
込
み

体
内
に
蓄
積
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
カ
キ
な
ど
の
旬
で
あ

る
冬
季
に
、
食
中
毒
が
多
く
発

生
し
、
最
近
で
は
、
季
節
を
問

わ
ず
発
生
が
確
認
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
感

染
し
た
人
の
便
や
嘔お
う
と吐
物
を
介

し
て
、
食
品
な
ど
を
汚
染
し

て
食
中
毒
を
起
こ
し
ま
す
の
で
、

ト
イ
レ
の
後
、
よ
く
手
を
洗
う

こ
と
が
予
防
に
は
有
効
で
す
。

●
そ
の
症
状
は
？

　

吐
き
気
、
嘔
吐
、
下げ

り痢
、
腹

痛
、
発
熱（
38
℃
程
度
）、
と
き

に
頭
痛
、
筋
肉
痛
を
伴
う
こ
と

も
あ
り
、
腹
部
に
膨
満
感
が
あ

る
こ
と
も
特
徴
で
す
。
症
状
は
、

１
〜
３
日
続
き
、
後
遺
症
は
残

り
ま
せ
ん
。
通
常
は
、
症
状
が

消
え
た
後
３
日
間
程
度
で
ウ
イ

ル
ス
は
検
出
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
が
、
数
週
間
に
渡
り
ウ
イ
ル

ス
が
排
出
さ
れ
た
例
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
感
染
原
因
に
な
る
食
品
は
？

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
力

が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。
ほ
ん

の
少
し
の
ウ
イ
ル
ス
で
、
発
症

し
ま
す
。
食
中
毒
で
は
、
産
地

で
汚
染
さ
れ
た
食
品
だ
け
で
な

く
、
調
理
す
る
人
の
手
指
を
介

し
て
、
食
品
を
汚
染
し
て
食
中

毒
に
な
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
予
防
方
法
は
？

　

感
染
を
防
ぐ
た
め
、
食
品
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
次
の
こ

と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○ 

調
理
を
す
る
人
は
、
手
洗
い

を
き
ち
ん
と
す
る

○ 

下
痢
の
と
き
は
、
調
理
を
し

な
い
よ
う
に
す
る

○ 

調
理
し
た
手
や
調
理
器
具
か

ら
の
二
次
汚
染
に
気
を
付
け
る

○ 

カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
を
加
熱

す
る
場
合
は
、
十
分
加
熱
す
る

○ 

下
痢
や
人
の
吐
物
な
ど
の
処

理
は
、
衛
生
的
に
十
分
注
意

し
て
行
う
※
使
い
捨
て
ビ
ニ

　

 

ー
ル
手
袋
と
ペ
ー
パ
ー
タ
オ

ル
な
ど
を
使
い
、
素
手
で
作

業
し
な
い
。
ま
た
作
業
後
は
、

必
ず
手
洗
い
を
す
る

▼
問
合
先　

県
生
活
衛
生
課
食

の
安
全
対
策
室　

☎
０
２
９-

３
０
１-

３
４
２
４

http://w
w
w
.shoku.pref.

ibaraki.jp/

イインフルエンザや

食中毒の予防に

心掛けましょう！
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　７月24日、守谷駅東口広場において、自治会・
町内会・企業・防犯連絡員・警察・市などがパト
ロール開始式を開催しました。
　７月25日～８月23日に試験的なパトロールを実
施し、その後８月24日から現在までを、守谷駅周
辺のパトロール強化期間として実施しています。
■今後の守谷駅周辺パトロール活動
　10月20日に開催された「市防犯パトロール隊合
同会議」において、守谷駅周辺のパトロール活動
については、引き続き平成18年３月末まで実施す
ることが決定しました。今後も、駅周辺の防犯活
動に積極的に取り組んでいきます。

地域で安全・安心なまちづくりを目指して
●問合先　市役所くらしの支援課交通・防犯G　内線134・135

守谷市防犯コーナー

■管内の犯罪情勢（上半期：平成17年１～６月）
　平成12年以降、増加の一途をたどっていた刑法
犯認知件数は、平成15年を境にわずかに減少しつ
つありましたが、平成17年になって増加しています。

• 刑法犯認知総数（2,005件）は、平成16年（６月
末）と比較して、266件（15.3％）増加
• 身近な犯罪である街頭犯罪（1,101件）は、平成
16年と比較して、343件（45.3％）増加

12月１日（木）～31日（土）年末の交通事故防止県民運動実施！！

　

守谷駅周辺防犯パトロール活動の状況守谷駅周辺防犯パトロール活動の状況

☆飲酒運転の追放
☆高齢者の交通事故防止
☆薄暮時及び夜間の交通事故防止
☆シートベルトとチャイルドシート着用の徹底

取手警
察署か

ら
上半期管内の犯罪情勢と今後の展望
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▲ 守谷駅周辺の防犯パトロール活動をする下ケ戸
町内会の皆さん
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　心臓震盪とは、胸部に機械的な衝撃が加わること
によって、心臓に致死性の不整脈が誘発され、心臓
が停止してしまう状態をいいます。致死性の不整脈
は心室細動といい、心臓の心室がバラバラに収縮
し、有効な血液が拍出ができなくなり、心停止に至
る病態です。心臓震盪が日本で問題視され始めたの
は、つい最近のことで、従来運動中の突然死とされ
ていた例も、５分の１くらいが心臓震盪が原因で
あったと考えられています。
　ほとんどが子どもで、この理由として発育過程に
ある小児の胸郭は柔らかく、外部からの衝撃が心臓
に伝わりやすいためです。機械的な衝撃として、野
球のボールが胸に当たった例が圧倒的に多く、兄弟
喧
けんか

嘩で手のひらで叩かれた例などもあります。これ
らの例では、胸骨、肋

ろっこつ

骨及び心臓に損傷は認められ
ません。この病態の本質は、心室細動という致死性

の不整脈なのです。
　治療は、電気ショックによる除細動が唯一の方法
です。いかに迅速に行えるかがとても大切です。心
室細動がひとたび発症すると、１分ごとに約10％ず
つ救命率が低下します。救急車を待っていたら、明
らかに手遅れです。そこで登場するのが、自動体外
式除細動器（ＡＥＤ）です。日本でも、空港やホテル
などに設置されるようになり、愛知万博でも活躍し、
ご存知の方も多いと思います。成人では、心室細動
は心筋梗

こうそく

塞にも併発し、原因不明で突然生じること
もあります。2004年７月から、一般の人でも使用で
きるようになりました。ＡＥＤの指示に従って実施
すれば、機械が自動的に電気ショックが必要かどう
か判断してくれるため、操作は難しくありません。
　健康な子どもに生じる心臓震盪を含めて、心室細
動の治療法は迅速な除細動しかありません。米国の
ように、公園や野球場にＡＥＤが設置され、だれも
が使えるようにする教育が大切です。

心臓震
しんとう

盪について

　10月15日に開催された｢第２回市民活動いきいきフェアー｣において、市民活動支援センター
が募集した、小学生「ボランティアのポスターと標語」の表彰式が行われました。
　次のとおり、入選者及び優秀作品をご紹介します（敬称略）。

◇入賞
•低学年の部　渡

わたなべ

邉翔
しょうた

太（高野小１年）／中
なかむら

村綾
あや

（高野小１年）／相
あいざわ

澤菜
なつ き

月（高野小１年）
• 高学年の部　吉

よしかわ

川あゆみ（御所ケ丘小５年）／
谷
やがわ

川歌
うた

（御所ケ丘小５年）／秋
あきた

田亜
あ い こ

衣子（守谷
小６年）

●標語の部（318作品）
◇優秀賞
•低学年の部　安

あ き

藝龍
りゅうし

志（高野小３年）
　「ぼくといっしょにさがしませんか？
　ぼくらにだってできること！！」
•高学年の部　藤

ふじはら

原裕
ゆう き

輝（高野小５年）
　「きれいだな　花火の後の　ごみひろい」
◇入賞
• 低学年の部　小

こばやし

林樹
いつき

（高野小３年）／久
く ぼ あ か

保亜香里
り

（高野小１年）／堀
ほりきり

切拓
たく み

実（高野小１年）
• 高学年の部　染

そめや

谷浩
ひろ き

輝（守谷小４年）／浅
あさかわ

川隼
はや

人
と

（大井沢小４年）／河
かわい

合あゆみ（大井沢小５年）

●ポスターの部（44作品）
◇優秀賞
　　　低学年の部　　　　　　高学年の部

◀ 表彰式の様子。入選
した16名の子どもた
ちは、高橋助役から
表彰状と記念品を受
け取りました

小学生「ボランティアのポスターと標語」入選者紹介
第２回市民活動いきいきフェアー

福
ふくだ

田綾
あやの

乃（高野小１年） 北
きたじま

島ちひろ（御所ケ丘小５年）
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※毎週日曜日（年末年始除く）は、総合窓口課の窓口が開庁（８：30～12：15・13：00～17：00）

心配ごと

相　　談

14：00～16：00
●ふくし　  5日
●年金・労務 12日

いきいきプラザ・
げんき館

（社会福祉協議会）

―

生活機能相談 毎週火・木曜日
９：00～16：00

要予約
☎45-1111 内線172～6

22日
13：30～15：30

１週間前までに要予約
☎48-6000

こ こ ろ の
健 康 相 談 保健センター

消費生活相談
毎週月・水・金曜日
９：00～16：00

☎45-2327
正午～13:00は除く

消費生活センター
（市役所内）

市役所介護福祉課

 機　関　名 電話番号 ファックス番号

 休日・夜間緊急診療所

112月の各種相談12月の各種相談

DECEMBERDDECEMBER

家庭児童相談 月～金曜日
８：30～17：00

家庭児童相談室
（市役所内） ☎45-2314

毎週金曜日
10：00～15：00

法律相談

12日
13：00～16：00 ―行政相談

20日
13：00～16：00

13日9：00から要予約
☎45-1249

市役所

電話相談

教育相談 毎週水・金曜日
９：00～16：30 ☎0120-783018

☎48-5555

１木 空き缶・ビン収集日
２金　人権相談所（10：00～　市役所小会議室）
３土　もりやをきれいにしよう会（９：00　北園森林公園前駐車場）
４日　環境美化の日
５月　もりやミュージックフェア（正午～　中央公民館）
　　　講演「膝

ひざ

・腰の痛みをやわらげる生活の工夫」（13：00～　保健センター）
　　　粗大ごみ戸別収集申込期間（～９日） 図書館休館日
６火
７水 粗大ごみ戸別収集日
８木　防犯・防災講座（・９日13：30～　中央公民館） 紙・布類収集日
９金
10土
11日　秋季火災予防パレード（９：00～　市内）　
　　　冬の野鳥観察会（８：50　市役所正面駐車場集合）
12月 図書館休館日
13火　こころのリハビリ（・20日９：30～　保健センター）　
14水　税務相談（13：00～　市役所相談室）
15木　 空き缶・ビン収集日
16金　
17土　
18日　市民卓球大会（９：00～　常総運動公園）
19月　粗大ごみ戸別収集申込期間（～22日） 図書館休館日
20火　
21水　就職相談（９：30～　文化会館） 粗大ごみ戸別収集日
22木　障害者福祉センタークリスマス会（10：00～） 紙・布類収集日
23金　天皇誕生日　　親子ふれあい映画会（９：45～　中央公民館）
24土　
25日　
26月　 図書館休館日
　　　固定資産税３期・国民健康保険税７期・介護保険料５期納期限
27火　
28水　 図書館休館日
29木　市役所業務休止（～1/3） 図書館休館日
30金　 図書館休館日
31土　 図書館休館日

市役所（代表） 45－1111 －
 秘書課 45－2240
 企画課 45－2309 45－6529
 駅周辺まちづくり推進室 －
 総務課 45－1883
 財政課 45－1795 

45－2590 税務課 45－1564
 収納推進室 －
 総合窓口課 －
 国保年金課 － 

45－6525

 くらしの支援課 － 45－6526
 経済課 45－2096
 農業委員会 －
 学校教育課 45－2195 45－5703
 生涯学習課 45－2174
 指導室 45－2184
 社会福祉課 45－1691
 介護福祉課 45－1744
 児童福祉課 45－1679 45－6527
 家庭児童相談室 45－2314
 生活環境課 45－5339
 都市計画課 45－1963 45－2804
 建設課 45－2094
 議会事務局 － 45－6528
仲町行政サービスセンター 48－1133 20－6201
上下水道事務所 48－1842 48－6087
守谷駅周辺区画整理事務所 20－0255 48－6680
保健センター 48－6000 48－6319
中央図書館 45－1000 45－7500
中央公民館 48－6731 45－8003
郷州公民館 48－6711 46－0310
高野公民館 45－5411 20－6311
北守谷公民館 47－0111 47－0112
文化会館 48－7911 20－6017
もりや学びの里 48－0525 45－0625
国際交流研修センター 48－2255 48－2255
市民活動支援センター 46－3370 46－3370
テニスコート受付 45－0271 －
学校給食センター 48－0253 48－5388
児童館 45－2278 45－4062
もりやファミリー・サポート・センター 45－2432 45－2432
障害者福祉センター 45－9801 

45－9802
こども療育教室 47－0220
いきいきプラザ・げんき館 45－2940
社会福祉協議会 45－0088 

48－5554

（社）シルバー人材センター 48－8591 48－8965
守谷地区交番 48－0032 －
久保ケ丘交番 48－1837 －
南守谷交番 45－9105 －
守谷消防署 46－0119 48－1981
守谷消防署南守谷出張所 20－0119 －
常総運動公園 48－5675 45－7365
白寿荘 48－3217 48－2503
消費生活センター 45－2327 －

取手医師会病院（小児科以外） 0297－78－6111
取手協同病院（小児科：水曜以外） 0297－74－5551
総合守谷第一病院（小児科：水曜） 45－5111 

12月

※法律相談は、同一事案の相談は受け付けていません


